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| 町の動き 1( 5 月 1 日現在)

・人口 10 ，710人 ( +22人)

・男子 5 ， 061人 ( +1 9人)

・女子 5 ， 649人 ( +3 人)

・世帯数 3 ， 486戸 ( +20戸)

( ) 内前月比
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町長に

房義氏

~明るく活力ある

まちづくりに

全力投球~

森

就
住
の

ザ
}
あ
い
さ
つ

風
薫
る
よ
い
季
節
を
迎
え
て
お

り
ま
す
が
、
皆
様
に
は
益
々
ご
清

栄
の
こ
と
と

心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
で
、
私
こ
と
こ
の
た
び
の
統

一
地
方
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
町

民
の
皆
様
方
を
は
じ
め
各
方
面
か

ら
の
力
強
い
ご
支
援
と
格
別
の
ご

厚
情
を
賜
り
、
無
投
票
当
選
の
栄

誉
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、

町
政
の
最
高
責
任
者

と
し
て

町

政
の
発
展
と
、
住
民
福

祉
の
た
め
に
全
力
投
球
で
山
積
し

て
お
り
ま
す
諜
題
に
取
り
組
み
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す

。

も
と
よ
り
微
力
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
皆
様
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
べ
く
、

新
た
な
決
意
と
情
熱
を
も
っ
て
活

力
あ
る

町
手
つ
く
り
の
実
現
に
、
誠

心
誠
意
努
力
い
た
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

四
年
間
を
振
り
返
っ

て
み
ま
す

と
五
十
八
年
当
時
か
ら
当
局
ヘ
要

望
や
陳
情
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し

た
四
国
縦
貫
高
速
自
動
車
道

川
内

イ
ン
タ

ー
チ

ェ
ン
ジ
の
開
通
、
併
せ

て
四
国
の
集
約
工
場
と
し
て
の
四

国
乳
業
の
工
場
誘
致
、
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し

て
去
る
四
月
二
十
四
日
全
線
開
通

い
た
し
ま
し
た
国
道
十

一
号
線
バ

イ
パ
ス
の
完
成
、
教
育
施
設
で
あ

り
ま
す
各
小
中
学
校
の
挫
備
、
昨

年
の
渇
水
を
教
訓
と
し
た
飲
料
水

の
安
定
供
給
に
伴
い
ま
す
施
設
の

整
備
、
多
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し

た
川
内
町
、
重
信
町
事
務
組
合
で

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
斎
場
「
桜

花
苑
」
の
完
成
な
ど
、
各
般
に
わ

た
る
施
設
の
整
備
に
努
め
て
参
り

ま
し
た
が
、
お
陰
械
で
、
町
民
各

位
の
ご
理
解
と
格
別
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
逐
次
、
計
画
事
業
を

推
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

。

こ
こ
に
改
め
て
衷
心
よ
り
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い

ま
す
。

今
後
の
行
政
課
題
の

一
端
を
述

べ
て
み
ま
す
と
、
ま
ず
、
公
共

下

水
道
の
整
備
の
問
題
で
す
が
、
こ

れ
は
愛
媛
県
全
体
が
他
県
に
比
べ

て
整
備
率
が
低
く
遅
れ
て
お
り
ま

す
現
状
を
踏
ま
え

、
町
長
に
就
任
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以
来
、
さ

っ

そ
く
計
画
に
着
手
、

現
在
で
は
そ
の
基
本
構
想
、
基
本

計
画
、
更
に
は
、
都
市
計
画
決
定

等
推
進
い
た
し
て
お
り
ま
す

。

平
成
七
年
度
に
は
、
実
施
設
討
を

行
い
、
八
年
度
か
ら
は
都
市
下
水

道
事
業
と
し
て
着
工
し
、
国
最
終
年

度
の
平
成

二
十
二
年
頃
に
は
大
部

分
が
完
成
す
る
計
画
で
、
平
成
十

二
年
度
に
は
、
下
水
処
理
施
設
と

し
て
供
用
開
始
の
予
定
を
い
た
し

て
お
り
ま
す

。

ま
た

、
昨
年
掘
削
を
い
た
し
ま

し
た
温
泉
の
利
用
施
設
で
あ
り
ま

す
が

、

去
る
三
月
九
日
に
温
泉
利

用
検
討
委
員
会
か
ら
、
そ
の
利
用

方
法
に
つ
い
て
の
答
申
を
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
趣
旨
に
沿っ

て
、
国
の
補
助
等
の
適
切
な
財
源



を
検
討
し
、
施
設
を
整
備
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す

。

そ
し
て
、

低
料
金
で
全
町
民
の
方
々
が
楽
し

く
利
用
で
き
る
各
種
浴
槽
、
温
泉

リ
ハ
ビ
リ
施
設
、
健
康
増
進
を
目

的
と
し
た
管
理
施
設
、
更
に
、
混

泉
熱
を
利
用
し
た
ハ
ウ
ス
栽
培
な

ど
に
つ
い
て
も
検
討
を
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

次
に
福
祉
の
問
題
で
す
が
、
川

内
町
は
他
の
町
と

比
べ
て
、
人
口

の
高
齢
化
比
率
が
高
い

町
で
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
に

備
え
て
、
老
人
の
健
康
保
健
施
設

が
必
要
と
な

っ

て
き
ま
す

。

従
い

ま
し
て
、
百
床
程
度
の
施
設
の
誘

致
を
考
え
て
お
り
ま
す

。

合
わ
せ

ま
し
て

二
十
四
時
間
体
制

の
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
充
実
さ
せ
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す

。

今
後
は

抵
々
、
社
会
福
祉
の
充
実
が
求
め

ら
れ
る
時
代
で
あ
り
ま
す
が
、
各

種
の
福
祉
対
策
を
検
討
し
、
充
実

整
備
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

。

こ
れ
ら
の
他
、
南
方
西
南

地
区

の
開
発
の
問
題
、
本
年
度
か
ら
始

ま
る
中

山
間
地
域
の
島

山
村
活
性

化
総
合
整
備
事
業
の
計
画
策
定
並

び
に
農
業
振
興
対
策
、
そ
し

て
、

あ
の
「
阪
神

・

淡
路
大
震
災
」
を

教
訓
に
し
た
地
域
防
災
計
画

の
見

直
し

、

加
え
て
従
来
か
ら
進
め
て

お
り
ま
す
農
林
道
整
備
や
町
道
整

備
等
、
生
活
関
連
施
設
も
併
せ
て
、

す
み
や
か
に
整
備
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す

。

一
方
、
本
年
度
は
、
第

二
次
長

期
総
合
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
り

ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
先
の
十
年

間
を
目
途
と
し
た
第

三
次
長
期
総

合
計
画
を
策
定
し

、
町
政
推
進
の

指
針
を
定
め
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
で
も
こ

れ
ら
の
事
業
は
、

町
民
の
皆
様
や

町
議
会
議

員
の
方
々
の
ご
理
解
と

ご
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す

。

そ
し
て
関
係
機
関
の
ご
指
導
も
い

た
だ
き
な
が
ら
、
町
民
の
融
和
を

基
本
に
、
信
頼

・

創
意

・

実
行
を

旨
と
し
、
明
る
く
住
み
よ
い
町

J

つ

く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も

一
層
の
こ
指
導
ご
鞭
躍
を
賜
り

ま
す
よ
う

心
か
ら
お

願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
就
任
に
当
た
り
ま

し

て
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

県議会議員・町長
町議会議員選挙

町議会議員選挙候補者別得票数

投票総数 6 ， 827票 有効投票 6 ， 756.999票

投票率 84 . 5 1 % 無効投票 70票(届出l唄)

党派 氏 名 年齢 得票数 区 名

無現 松本はかる 61 316 西古市

無現 池 Jl I もりよし 53 188 手[1 田丸

無現 回ヂl'能国男 51 314 斎院ノ木 l

無新 篠森せいいち 56 173 中会 皮

無現 竹内頼衛 78 181 t守、 τ仁土コ= 

無新 大西っとむ 45 633 茶 堂

無現 締 山奇 進 64 445 茶 # z全=ー

無新 i度音11 しんじ 35 234 下 t中

公現 佐伯ふみお 59 .512 則之内

無新 回井 H月 63 374 f呆 免

無現 I:f.そかわ武雄 66 321 1害1 木

無現 菅野 '吋'"ヨ、 79 188.505 +黄 i難

無現 宇和川光 雄 70 422 刀く 里T

無現 成 川 耕造 55 312 E少

無新 黒河ま さる 61 395 保 免

無現 片 山 ますお 57 323 中之町

共現 委鳥 たかあっ 59 312 天 ネ4 1

無新 菅野たかふさ 51 184.494 井内上

無現 酒井よしお 53 341 西 キ且

無現 三 棟義博 45 588 一呂. 西
一 一 一 一 ー

3 月 3 1 日告示の愛媛県議会議員選挙で

は 、 柳沢正三氏が、 4 月 1 8 日告示の川内

町長選挙では 、 森房義氏が候補者 1 人の

ため無投票当選されました。

また 、 4 月 1 8 日告示、 23 日投票の町議

会議員選挙には、 現職14人、新人 6 人の

20人が立候補。 5 日間の選挙戦を展開、

23 日即 日開票の結果、 現職13人 、 新人 5

人の新しい町議会議員が決まりました。

。愛媛県議会議員選挙

柳沢正三氏 (無投票当選)

。川内町長選挙

森 房義氏 (無投票当選)
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松
く
い
虫
被
害
対
策
の

実
施
巳
つ
い
て

川

内
町
に
お
け
る
平
成

7

年
度

の
松
く
い
虫
被
害
対
策
に
つ
い
て

協
議
す
る
た
め
、

川

内
町
松
く
い

虫
防
除
推
進
協
議
会
が
4
丹
羽
目

に
開
催
さ
れ
、
平
成
7

年
度
川
内

町
松
く
い
虫
被
害
対
策
実
施
計
画

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
本
年
度
の

松
く

い
虫

被
害
対
策
実
施
方
針

、

特
別
防
除

事
業

(薬
剤
空
中
散
布

)
実
施
計

画
、

地
上
散
布
事
業
実
施
計
画

の

概
要
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

八
松
く
い
虫
被
害
対
策
実
施
方
針
V

松
く
い
虫
の
被
害
対
策
は

、

松

林
の
果
た
し
て
い
る
役
割
、
被
害

の
状
況
等
の
地
域
の
実
態
を
踏
ま

え
、

次
の
指
針
に
沿
い
、
各
種
対

策
を
合
理
的
に
組
合
せ
、
効
果
的

な
実
施
を
図
る
も
の
と
す
る

。

一
、
特
別
防
除
(
薬
剤
空
中
散

布
)、

薬
剤
地
上
散
布

松
林
の
有
す
る
公
益
的
機
能
の

重
要
性
並
び
に
松
林
の
分
布
状
況

に
伴
う
防
除
効
果
の
期
待
度
等
を

考
慮
し
、
積
極
的
に
松
林
と
し
て

保
全
す
る

必
要
性
の
あ
る
松
林
に

つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
北
方

・

前
松
瀬
川

地
域
の
松
林
に
お
い
て

は
特
別
防
除
(
薬
剤
空
中
散
布
)

、

塩
ケ
森
地
区
の
松
林
に
お
い
て
は

薬
剤
地
上
散
布
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施

す
る
も
の
と
す
る

。

ま
た
、
特
別
防
除

(
薬剤
空
中

散
布
)
並
び
に
薬
剤
地
上
散
布
の

実
施
に
当
た
っ
て
は

、
薬
剤
の

安

全
か
つ
適
正
な
使
用
の
確
保
を
は

か
り
、
人
畜
及
び
農
林
作
物
、
水

産
物
、
そ
の

他
動
植
物

に
対
し
て

被
害
を
及
ぼ
さ

な
い
よ
う
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る

。

二
、

被
害
立
木
伐
倒
駆
除

伐
倒
駆
除
は

、

被
害
の
状
況
、

駆
除
の
効
果

等
か
ら
み
て
、

伐
倒

駆
除
を
実
施
す
る
こ
と
が
有
効
か

っ
適
切
な
松
林
(
特

別
防
除
実
施

区
域
内
及
び
必
要
に
応
じ
て
そ
の

周
辺
の
被
害
松

林
)
に
つ
い
て
実

施
す
る
も
の

と
す
る
。

一
二
、
樹
種
転
換

樹
種
転
換
は
、
高
度
公
益
機
能

松
林
等
の
周
辺
等
の
松
林
に
存
す

る
感
染
源
を
除
去
す
る
と
と
も

に
、
被
害
松
林
の
有
す
る
森
林
と

し
て
の
機
能
を
確
保
す
る
観
点
か

ら
、
被
害
拡
大
防

止
松
林
そ
の

他

当
該
松
林
及
び
そ
の
存
す
る
地
域

の
被
害
状
況
及
び
立
地
条
件
等
か

ら
み
て
樹
種
転
換
を
実
施
す
る
こ

と
が
有
効
か
つ
適
切
な
松
林
に
お

い
て
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

こ

の
場
合
、
植
生
の
選
移
も
考
慮
し

つ
つ
、
広
葉
樹
等

他
の
樹
種
へ
の

移
行
を
図
る
こ
と
が
適
当
な
松
林

に
お
い
て
は
、
積
極
的
に
そ
の
移

行
の
促
進
を
図
る
も
の
と
す
る

。

一
方

、

樹
極
転
換
は
、
松
林
所

有
者
の
自
主
的
な
取
組
み
に
よ

り

そ
の
促
進
を
図
っ
て
い
る
が

、
近

年
林
業
を
取
り
巻
く
情
勢
が
厳
し

さ
を
増
す
中
で
、
樹
種
転
換
に
対

す
る
松
林
所
有
者
の
取
組
み
は
低

調
な
状
況
に
あ
る

。

そ
こ
で

、
樹
種
転
換
の
促
進
に

当
た
っ
て
は

、
施
業
の
集
中

化
に

よ
る
採
算
性
の
確
保

等
を
図
る
観

点
か
ら

、

労
働
力
、

機
械
力
、
松

材
販
売
の
経
験
等
を
有
す
る
森
林

組
合
等
と
松
林
所
有
者
が
一
体
と

な

っ
た
造
林
補
助
事
業
へ
の
取
組

み
が
行
わ
れ
る
よ
う
努
め
る
も
の

と
す
る
。

四
、
そ
の
他

被
害
の
ま
ん
延
防

止
に
資
す
る

た
め
、
松
林
の
健
全
化
を
図
る
べ

く
適
切
な
森
林
施
業
を
推
進
す
る

よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
松
く
い
虫
に
よ
る
被
害

木
の
伐
採

・

搬
出
、
被
害
跡
地
造

林
の
促
進
等
を
図
る
た
め
、
林

道
・

作
業
路
の
整
備
を
推
進
す
る

よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る

。

な
お
、
松
く
い
虫
被
害
対
策
の

推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
松
林
の
所

有
者
及
び
地
域
住
民
等
に
よ
る
自

主
的
な
被
害
対
策
の

実
施
体
制
を

整
備
す
る

よ
う

努
め
る
も
の
と

し
、

地
域
と
し

て
の
取
組
み
の
促

進
を
図
る
た
め
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
配
布
、
広
報
の
実
施
等
に
よ
る

普
及
啓
蒙
を
通
じ
、
被
害
対
策
の

重
要
性
の
認
識
を
深
め
、
自
主
的

な
防
除
意
欲
の
醸
成
を
図
る
も
の

と
す
る
。

八
特
別
防
除
事
業
(
薬
剤
空
中
散

布
)
実
施
計
画

V

一
、
実
施
日
時

1

回
目

6

月

5

日
(
月
)

2

回
目

6

月
初
日
(
月
)

午
前
5

時
頃
か
ら
午
前
8

時
頃

ま
で

※
天
候
不
良
等
に
よ
り
日
程
が
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
下
さ
い
。

な
お
、
変
更
す
る
場
合
は
有
線

放
送
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

二
、
実
施
区
域

北
方

・

前
松
瀬
川
地
区
の
松
林

ワ
ム】
a

0
0
1
n
 

一
ニ
、
薬
剤
散
布
の
方
法

ヘ
リ

コ
プ
タ
ー

を
使
用
し
て
液

剤
散
布
と
い
う
方
法
に
よ
り
、
松

の
樹
冠
上
叩
!
日
m
の
高
さ
か
ら

薬
剤
を
散
布
し
ま
す
。

四
、
使
用
薬
剤
及
び
安
全
性

ス
ミ
パ
イ
ン
乳
剤

(
M
E
p
m
%
)
 

原
液
1

6
6
7

t
/
h
を
水
で

お
倍
に
希
釈

こ

の
薬
剤
は
、
農
薬
取
締
法
に

基
づ
き

、

薬
効
、
薬
害
に

加
え
、

毒
性
、
残
留
性
等
の
安
全
性
に
関

す
る
各
種
の
検
査
を
経
た
う
え
で

農
薬
登
録
さ
れ
て
お
り

、
作
物
残

留
性
農
薬
、
土
撲
残
留
性
農
薬
、

水
質
汚
濁

性
農
薬
の
い
ず
れ
に
も

指
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

。

ま
た
、
「
毒
物
及
び
劇
物
取
締

法
」
に
基
づ
く
毒
物
、
劇
物
の
い

ず
れ
に
も
指
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、

急
性
毒
性
の
低
い
、
い
わ
ゆ
る
普

通
物
扱
い
の
農
薬
で
す

。

こ
の
た
め
、
定
め
ら
れ
た
使
用

方
法
を
遊
守
し
て
い
る
限
り
に
お

い
て
は
、
人
畜
等
に
対
す
る
毒
性

は
低
い
薬
剤
で
す

。

五
、
実
施
時
の
注
意
事
項

松
く
い
虫
防
除
の
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
万
一
の
事
故
を
考
慮

し
て
細
心
の
注
意
を
は
ら
っ

て
お

り

ま
す
が
、
よ
り
安
全
に
実
施
す

る
た
め
、
次
の
事
項
に
ご
注
意
下

，
、
i
、

。

‘c
-U 
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①

散
布
当
日
は
、
散
布
区
域
内

の
山
林
に
は
立
入
ら
な
い
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
念
の
た
め

散
布
後
1

週
間
程
度
は
散
布
区
域

内
の
山
林
へ
の
立
入
り
を
ご
遠
慮

下
さ
い
。

②

散
布
前
日
並
び
に
散
布
当
日

は
、
危
険
で
す
か
ら
ヘ

リ

ポ
ー
ト

周
辺
に
は
近
づ
か
な
い
で
下
さ
い
。

①

蜜
蜂
は
薬
剤
に
弱
い
の
で
散

布
当
日
か
ら
1

週
間
程
度
は
巣
箱

を
散
布
区
域
周

辺

(
概
ね二
川
・
:

蜂
の
通
常
の
行
動
範
囲
)
に
置
か

な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い

。

④

散
布
当
日
、
散
布
区
域
周
辺

に
車
を
駐
車
し
な
い
で
下
さ
い

。

①

散
布
当
日
、
散
布
区
域
周
辺

の
方
は
念
の
た
め
家
畜

、
飲
食
物
、

洗
濯
物
等
を
屋

外
に
出
さ
な
い
よ

う
に
し
て
下
さ
い

。

〈備
考
〉

重
信
町

の
北
吉
井
、
梓

志
地
区
の
松
林
に
お
い
て
も
、
薬

剤
空
中
散
布
が
次
の
と
お
り
実
施

さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い

。

-
回
目
・
:

6
月
6

・

7

日

2

回
目

:
・
6
月
幻

・

お
日

《地
上
散
布
事
業
実
施
計
画

》

一
、
実
施
日
時

l

回
目
6

月

6
日
(
火
)

2

回
目

6

月
幻
日
(
火

)

午
前
9
時
頃
か
ら
午
後

3

時
頃

一
ま
で

※
天
候
不
良
等
に
よ
り
日
程
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
下
さ
い
。

な
お
、
変
更
す
る
場
合
は
有
線

放
送
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

二
、
実
施
区
域

塩
ケ
森
地
区
の
松
林

3
h

三
、
薬
剤
散
布
の
方
法

動
力
噴
霧
器
を
使
用
し
て
、
地

上
か
ら
松
の
樹
冠
部
全
面
に
む
ら

な
く
薬
剤
を
散
布
し
ま
す

。

四
、

使
用
薬
剤
及
び
安
全
性

ス
ミ
パ
イ
ン
乳
剤

(
M
E
p
m
%
)
 

原
液
3
3
3
4

t

/
h
を
水

で
1

8
0

倍
に
希
釈

薬
剤
の
安
全
性
に
つ
い
て
は

、

特
別
防
除
事
業
と
同
じ
。

五
、
実
施
時
の
注
意
事
項

特
別
防
除
事
業
に
準
じ
ま
す

。

大
切
な
松
林
を
松
く
い
虫
の
被

被
害
か
ら
守
る
た
め

、

住
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※

間
合
わ
せ
先

役
場
産
業
諜
産
業
振
興
係

会
⑮
2
2
2
2
(
内
線
刊
)

有
線

2

1

6

1

ミ三三言

迂藍島

〈ごご〉
。

i或

本年度散布休止区域

区

散布 中止区域

布' 1 散

-
r 

u
d

'

」
門
ド

5-



11メラレポート 圃・・・

‘一般国道

重信道路全線開通

4 月 24 日 、 国道11号重信道路が全

線開通しました。 当日は 、 午後 1 時

からの一般通行に先立ち、工事関係

者、地元代表の方など約130人が参

加しての開通式が現地(保免) で行わ

れました。

テープカ ッ トの後、祝賀パレード

が行われ、 パレード終了後は 、 中央公民館に会場を移し

て 、 竣工式典が開催され、開通を祝いました。

川内町重信町斎場砂

“桜花苑"完成

川内町重信町両町町民の念願でありま

した 、 川内町重信町斎場“桜花苑"が完成

し 、 4 月 20日に火入れ式が 、 5 月 2 日に

竣工式が行われました。

新しく完成しました“桜花苑"は 、 最新

技術による自動化装置を採用した無煙・

無臭の無公害の火葬炉を備え 、 告別式も行える控室や待合口

ビ一等、 従来の火葬場のイメー ジ を一新し 、 周囲の緑と調和

した近代的センスあふれる斎場施設です。 ( 施設概要 〉

-名称

川内町重信町斎場“桜花苑"

-施設設置者

温泉郡川内町重信町衛生組合

・所在地

川内町大字河之内字北引岩

乙826番甲 10 (左図参照)

ft 66-6623 

・構造規模

鉄筋コンクリー卜造平屋建

延床面積 720.47m'

6 
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5/3 第15回東温軟式野球大会

(主催:川内町体育協会)

・ 優 勝 小野与力松

・準優勝 軟式OB

・最高殊勲選手賞

田原保広 (小野与力松)

. 優秀選手賞

福島哲也 (小野与力松)

・敢闘 賞
大戸二郎 (軟式 OS )

~ぐ

交通安全祈願祭砂

春の全国交通安全運動初日の 5 月 11 日 、

恒例の交通安全祈願祭が行われました。

祈願祭には 、 仏教会、 川内交番署員 、 交

通安全指導員 、 交通安全協会員 、 町職員 な

ど関係者が参加。

昨年、 町内で起きた交通死亡事故の現場

を回って死者を供養するとともに 、 無事故

を祈りました。

- 7 一

11メラレポート 圃園田園

4/29 ボタンまつり (井内)

5/5 第 2 田川内町親善ゴルフ大会
(主催 :川内町体育協会)

・ 優 勝岩岡弘通

・ 準優勝 相原茂 樹

・第 3位松田政 広

・ 参加者 222人



置園田・園園鶴頭園圃・・・園田腰国みんなの広場

わ↑手家G愛ド iし
満 1 )嵩を迎えられる赤ちゃんの写真とコメン卜を募集しま

す。 コメントには名前、 住所、 生年月日 、 両親の名前、赤ちゃ

んを紹介する簡単な言葉をそえて誕生日の前月末までに役場

総務課広報係まで送ってください。

(旦之上)

のぶや

暢哉くん
( 5 月 31 日生)

父実母ー結香

おやつもおもちゃも歯磨きも

近藤

(高木)

なつみ

細川 夏実さん
( 5 月 1 日生)

父秀明母-伸美

わたしは音楽に合わせて踊る

のが 、 大好きです。 初めて覚

えた言葉は とパパぐ です。

(保免)

ゆり

相原有里さん
( 5 月 1 2日生)

父良広母まみ

あんよはじようす 1 早くかわ

いいくつはいてお姉ちゃん達

といっしょにお散歩したいね。 兄ちゃんと 緒が大好きです。

ゼ
立文

雪之

E------ｭ

E・
・
・
・
・

••• , 
あ
ら
た

眼
帯
の
と
れ
て
新
緑
革
ま
る

高
須
翼
茅
花

昔
の
事
話
し
つ
姉
と
新
茶
探
む

池
川

水
穂

麦
秋
や
一
屑
に
匂
へ
る
サ
ロ
ン
パ
ス

戒
能
芙
沙

麦
秋
や
村
に
も
あ
り
し
芝
居
小
屋

渡
部
那
美

接
待
の
香
を
暫
く
の
新
茶
か
な

高
瀬
照
幸

蔓
蓄
積
の
ア
チ
の
門
を
出
勤
す

高
須
賀
清
江

T

シ
ャ
ツ
の
白
き
う
な
じ
ゃ
夏
は

じ
め
近
藤
千
春

断
髪
の
軽
さ
新
緑
の
中
に
作
つ

小
倉
静
波

喜
残
る
山
脈
は
る
か
麦
の
秋

熊
田
慶

一

-

老
友
の
愚
痴
を
聞
き
を
リ
牡

丹
散

…る
和
田
寿
喜
枝

-8 

肉

吟

社

J

五
月
例
会
姻
(
〈
口
選
J

裾
捌
き
心
も
軽
き
軍
衣
か
な

宮
内
竹
仙

葉
桜
や
街
騒
の
中
小
公
園h

u川
川

鯛
谷



置園田園圃.園田・睡.

ユ
ニ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン

、
ノ
ス

一
ワ

4
F

均
，

J
n

ピ
ω
ト

T
 

バ
イ
パ
ス

みんなの広場

陸

橋

ア
で
す
。

も

っ
と
も

重
信
よ
り
の
古
市
の

陸
橋
に
は
、
ハ
ト
、
オ
ウ
ム
、
ニ

ワ
ト
リ
な
ど
の
烏
が
テ
ザ
イ
ン
さ

れ
、
斉
院
ノ
木
の
陸
橋
に
は
、

金

太
郎
物
語
が
、
県
道
伊
予
川
内
線

と
の
交
差
に
架
か
っ

て
い
る
陸
橋

に
は
、
竹
取
り

物
語
が
、
高
木
に

架
か
っ

て
い
る
陸
橋
に
は
、
カ
チ

カ
チ
山
が
、
西
谷
口
の
陸
橋
に
は
、

桃
太
郎
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま

す
。

物
語
り
の
あ
る
陸
橋
で
は
、

ど
こ
か
ら
か
登
っ
て
ゆ
く
と
、
順

に
物
語
り
に
な
っ

て
い
る
そ
う
で

す
。

ま
た
、
ど
の
陸
橋
に
も
、
橋

の
中
心
部
分
に
は
東
西
南
北
を
示

す
方
位
図
が
あ
り
ま
す
。

川
柳
も

づ
く
吟
社

ー
四
月
例
会
喜
撰
亭
選
J

仕
事
着
の
恵
子
た
の
も
し
汗
臭
い

平
岡
深
舟

青
春
の
想
い
出
い
つ
も
片
想
い

田
野
岡
田
州

磨
か
れ
た
人
の
物
腰
あ
た
た
か
い

山
本
紫
芳

力
ー

キ
色
し
た
青
春
を

振
り
む
か

す
近
藤
十
歩

好
物
の
ラ
ツ
ヰ
ヨ
タ
簡
に
食
べ
て

お
く
都
築
登
貴
子

磨
く
の
も
新
車
の
う
ち
と
妻
が
言

い
田
島
夢
現

た
め
ら
い
も
な
く
青
春
の
メ
ッ

セ
ー

ジ
高
岡
紫
温

父
の
絵
に
磨
い
た
腕
の
に
じ
み
出

る
高
橋
五
陽

青
春
の
ア
ル
バ
ム
す
で
に
セ
ピ
ア

色
渡
部
佐
久
良

バ
ー
テ
ン
の
磨
く

コ
ッ
プ
の
先
に

夢
山
本
ひ
ろ
志

汗
臭
い
父
の
苦
労
で
出
る
学
資

篠
森
美
登
里

一
般
国
道
重
信
道
路
が
四
月
二

十
四
日
、
全
続
開
通
し
ま
し
た
が
、

こ
の
道
路

(茶
堂
か
ら

西
谷
口

の

問
)
に
、
五
つ
の
陸
橋
が
架
か
っ

て

い
る
こ
と
は
ご
存
じ
で
す
か
。

ま
だ

一
度
も
通

っ
た
こ
と
の
な
い

人
も
多

い
の
で

は
な
い

で
し

ょ

、
つノ
A
H。

こ
の
陸
橋
の

ユ
ニ
ー

ク
な
と

こ
ろ

は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
陸
橋
ご

と
に
動
物
の
絵

ゃ
、
物
語
り
の

絵
が
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
て
い
る
こ

と
で
す
。

こ
れ

は
、
建
設
省
が

地
域
に
親
し
ま

れ
る
も
の
を
と

設
計
の
段
階
で

考
え
た
ア
イ
デ

三
日
だ
け
の
青
春
で
よ
し
蝉
う
た

う
高
瀬
喜
撰
亭rU 

六
月
例
会
ご
案
内

O
日
時

六
月
三
日

(土
)
午
後
七

時
三
十
分
よ
り

O
場
所

中
央
公
民
館
第
三
会
議
室

。
題①

鯉
の
ぼ
り
②

自
由

③
立
つ

新
し
い
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
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お
世
話
に
な
り
ま
す

(
五
月

一
干
日
現
在
)

O
町
議
会

議
長
細

川

武

副
議
長
酒
井
克

マ
総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長
松
本

副
委
員
長
佐
伯
文

委
員
細

川
武

。
田
井
能
国菅
野
隆

。
大
西

マ
保
健
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長
池
川
守

副
委
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土
谷
佐
伯
曲

一
一
旦

奥
松
瀬
川

竹
井
修

前
松
瀬
川
山

本
久

横
灘
団
地

和

田

豊一

北

方
東
佐

伯
仲

北

方
西
渡
部
明

町

東
名
本

樹

町

西
高
瀬
幸

南
方
東
大
西
蔵

南
方
西
菅
野
文

高
校
生
父
母
の
会

伊
藤

所
長
推
薦

神

野

渡
部

ク

高
須
賀

生
徒
指
導

山

口

。
近
藤

。

池

田

。
和
田

O
保
健
衛
生
実
践
会

マ
本
部
会
長
副
会
長

E里

山 i度森

末正 幸 照繁秀善i羊弘 一

男晴 利 三 仁 美 史 三

章 丈重恵

本部

アフじ 房
、y

子績 義

理
事

マ
地
区
会
長

河
之
内
佐
伯

則
之
内
東
近
藤

則
之
内
西

八
木

井

内

大
野

土
谷

三

河

滑

川

杉
原

奥
松
瀬
川

今
井

ムリ

、
、
w唄

川
川

明

主
持

斗
悶
付
ふ
市
ヰ
叫
何
k
l
f

引
N
M

4
山
町

北

方
策
渡
部

北

方
西
高
須
賀

町

東

字
和
川

町

西

二
宮

南
方
東
高
須
賀

南
方
西
菅
野

横
灘
団
地

露
口

マ
地
区
副
会
長

河
之
内

寺

川

則
之
内
東
佐
伯

則
之
内
西
大
野

井

内

近
藤

土
谷
渡
部

滑

川

宇
野

奥
松
瀬
川

渡
部

前
松
瀬
川

高
木

北

方
東
佐
伯

北
方
西
田
中

町

東
野
口

町
西

川

端

南
方
東
田
井
野

南
方
面
桑
原

横
灘
団
地

岡
田

i度大

部西

ツ
タ
子

シ
ヅ
子

つ
ん

邦健兼正貞夏鎮公武 j青
次

子春一夫信彦郎治和夫夫雄成由明

典好良武尚

美

{
疋
守十

智
代
美

ミ
ヨ
子

ト
ヨ
子

信
子

美
代
子

フ
ジ
子

桂
子
宏
美
文
子

ヒ
ロ
子

久
代
敦
子
広
子



横西横 鳥三上松桧添 川水川相土 r滑骨 1滑骨 1滑削削骨引~;):1升|同引井削村円ニ寸引引j升井f宇こ惣惣引平日保 一永則徳河日狩 |問H問1

首 原の軒ケ音 之 川川川 内内内内問団ケ之音
1コー ，ロI

地組 j路 子屋成田皮谷筋越谷谷下中上上中西下上下丸免谷野内吉田浦場屋 長

芝区田加夏 i度大竹森橋渡今篠佐佐背渡杉大同大高野渡八中近竹竹高近近近
須

井藤賀部石井 本部チ|ニ森伯伯野部原野部腎窪賀中音11 木岡藤内内岡藤政藤

東

勉 j台功腕進修司優助和市明利美増夫 tlJ;透寛夫則男敏成繁晴守久夫贋成宏

三 岸光繁寿靖義正一公富 j青正正俊重茂重徳貞鎮常当長τェ

志

川 下 F 小中市天宮上宮東西西下上猪下上旦原宝西 検 検

。之之 之中中古古古ノ附之 之自白
ン j中町坂町 場干111 東町西 村村市市市 窪上上上 j中 泉側 地 地
ン 二二一ー

川 松高!Jff'黒菅西坂田ヨ渡田田 二 野妻宇渡後高大松大渡タ|佐奥田村近花馬区大区
須 井ン キ日延l

又木賀中 川野山 口能 部中中宮首鳥 川 部藤賀西本野部岡伯村中上藤山場

上
砂
高
木
竹
之
鼻

板
戸
斉
院
之
木

オ
林

茶
堂
レ
ぃ

1
L

来
由

，
→J
ぺlr

，

ノ

'
山
山1

石

延輝一広茂 i青教和 一 文三 邦正良武恒尭正常公良茂 一 良弘昌範

夫

鳥三上松桧添 川水相 土 i骨滑 i目村井井惣惣和保一永則徳河日狩聞編吉曲道八
原の軒ケ音 之川川川内内内内科田ケ之音 詰
子屋成田皮谷筋越谷谷下中上上中西下 上 下 丸免谷野内 吉田浦場屋 合 久里向 111番

長
高渡今 竹森橋渡大篠佐 青青 i度杉大波菅大高野 i度白 地相片 高高浅近近 大菅菅菅
須 須須
賀部井井 本部石森伯野野部原野部野窪賀中部戸川原山賀岡野藤藤

朝保則夫 I~:J 淳信博男彦友量夫雄 一男 光 |珪男義雄洋満平一美豊 一 敏男定

西野野町'

和好正弘寿靖義正一宏 ヒ 康 H軍朝岸盛繁
ロ-

功康弘修十優美美市明哲美増夫 ð:IÉ 透寛夫則男敏 一 ミ郎朗 三 夫之成宏

重徳貞鎮清武俊重百r-n- -::.:.~ 

ff=] o.f 

重春文員

川下下小中市 天宮上宮東西 西下上猪下上 旦原宝西 検 横 横西横
内 ~/ ìlllt 灘灘之之 之中中古古古之海海之

団団団
ン沖町坂町場ネ111 東町西村村市市市窪上上上沖泉 側 地 地 地組 ììilt
ン

松黒細丹田ヨ高井佐菅田菅花田 i度岡高梅大渡松緒 il支野 二 石石渡区稲区井区目黒
生井ン須 須

本川川谷能 賀上藤野井野山中部田賀 111青野部岡方部口千11 1 ;谷丸部

板竹高上

之

戸鼻 木砂

井 j可上戸

尚多
喜
子

征久輝一祥定 上公勝浩武政正克 昌嘉三優
美
子

達
男
富
生
盛
昭
幹
朗

日戸舟
Eヨ '}!H史明令英勲志博巳彦彦修勇 j告夫雄 - tlt 光博 三一 真美

吉世l 道八 北茶 斉

八森 E
久里向幡 1 11番堂 木

大門来渡 細中松 菅

野屋原部 川 村木野

友
有

土
山川
公
ロ

サ
引川
今

T

忠
絡

会
孔
仕
仕

官
官
民
ふ
ι

秋
男
陣
司

エ
ミ
子

隼
数

水
と
川
へ
の

夢
・
ア
イ
デ
ア
募
集

水
と
川
の
幻
世
紀
を
考
え
る

ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

作
文
、
絵
・
イ
ラ
ス
ト
な
ど
郵

送
し
て
く
だ
さ
い

。

口
応
募
資
格

年
齢
、
性
別
、
国
籍
を
問
わ

ず
だ
れ
で
も
可

口
部
門一

般
(
日
歳
以
上
)

ジ
ュ
ニ
ア
(
日
歳
以
下
)

口
応
募
方
法

作
文
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙

叩
枚
以
内
、
絵

・
イ
ラ
ス
ト

は
B
4

か
ら

B
2

サ
イ
ズ
の

用
紙
に
書
い
て
、
6

月
初
日

ま
で
に
、

〒
七
六
O
高
松
市

福
岡
町
四
丁

目
出
の
詑
建

設
省
四
国
地
方
建
設
局
河
川

計
画
課
「
水
幻
物
語
」
事
務
局

へ
。
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ヘ
チ
マ
利
用

い
に
し
え
よ
り
夏
の
風
物
詩
と

し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
ヘ
チ
マ
。

見
て
い
る
だ
け
で
、
ほ
ほ
え
ま
し

く
、
ま
た
そ
の
成
長
に
は
驚
く
も

の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ヘ
チ
マ
を

二
、

三
本
庭
の

隅
や
畑
の
隅
に
植
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

そ
の
成
長
が
楽
し
め
る
ば
か

り
で
な
く
、
や
す
ら
ぎ
さ
え
覚
え

ま
す
。

実
の
小
さ
い
聞
は
料
理
し
て
食

べ
る
ん
で
す
。

/ 
料理に用いる

大きさは20cm

前後のもの

実
が
大
き
く
な
り
皮
が
黄
色
味

を
お
び
で
き
た
ら
、
収
穫
し
て
タ

ワ
シ
を
作
り
ま
す

。

そ
の
後
で
、
ヘ
チ
マ
水
を
取
り

ま
す
。

観
賞
や
楽
し
さ
を
入
れ
る

と
正
に

一
石
五
鳥
で
す
。

ピンには直射

日光を当てな

いように工夫

何
で
も
ス
ー

パ
ー

や
店
で
購
入

さ
え
す
れ
ば
間
に
合
う
今
日
、
自

分
の
手
で

一
つ
ぐ
ら
い
自
給
自
足

し
て
み
ま
せ
ん
か

。

ヘ
チ
マ
苗
が
入
用
な
方
は
申
し

出
て
く
だ
さ
い

。

差
し
上
げ
る
事

が
出
来
ま
す
。

(電
印

2
3
0

1

山
本
)

な
お
、
ヘ
チ
マ
水
は
そ
の
ま
ま

で
も
肌
を
き
れ
い
に
し
て
く
れ
ま

す
が
、
ヘ
チ
マ
水
を
持
参
く
だ
さ

れ
ば
、
婦
人
会
で
ヘ
チ
マ
化
粧
水

に
変
身
さ
せ
て
頂
き
ま
す

。

ピンの口ごと

アルミ箔を巻

いて雨水防止

・.
ツル (茎 )

ヘチマの水の取り方

ヘ
チ
マ
料
理

ヘ
チ
マ
の
実
が
二
十
弓
内
外
の

時
に
摘
果
し
て
料
理
し
ま
す
。

さ
っ
ぱ
り
と
し
た
味
で
南
国
的

な
風
味
も
十
分
賞
味
で
き
ま
す

。

高
級
料
理
の

一
品
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
ま
す
。

先
ず
皮
を
は
ぎ
、
へ
た
を
除
き

ま
す
。

大
き
な
も
の
は

二
つ
に

切
っ

て
わ
た
は
取
り
ま
す
。

妙
め

て
も
、
ゆ
で
て
も
よ
く
、
酢
味
噌

で
美
味
し
く
い
た
だ
け
ま
す

。

歯

切
れ
の
良
さ
を
そ
こ
な
わ
な
い
よ

う
に
、
肉
や
野
菜
な
ど
を
妙
め
、

終
わ
り
の
こ
ろ
に
ヘ
チ
マ
を
加
え

て
味
噌
味
で
仕
上
げ
ま
す
。

妙めものにはミソ昧が

ピッタリ

サッとゆでたものを酢

ミソにしてもおいしい

花
い
っ
ぱ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム

六
月
二
十
五
日
間

-

八
時
半
よ
り
除
草

産
業
道
路
へ
集
合
し
て
下
さ
い
0

・

十
一
時
よ
り

有
機
物
利
用
の
土
つ
く
り
に
つ

い
て
の
講
習

-

十
二
時
十
分
よ
り
会
食

(
用
意
し
て
い
ま
す。
)

ど
な
た
で
も
多
く
の
方
の
ご
参

加
を
お
願
い
致
し
ま
す

。

六
月
E
M

勉
強
会
・
ボ
カ
シ
作
り

六
月
二
十
五
日
制
午
後
二
時
よ
り

中
央
公
民
館

三
階

・

液
体
生
ゴ
ミ
で
あ
る
廃
食
油
の

E

M

ボ
カ
シ
利
用
の
堆

肥
化
に

つ
い
て
勉
強
会
を
し
ま
す
。

-

ボ
カ
シ
作
り
を
し
ま
す
。
ナ
イ

ロ
ン
袋
を
一
枚
ご
持
参
下
さ
い
0

.

ボ
カ
シ
と
手
作
り
石
け
ん
の
版

売
も
致
し
ま
す
。

桜
学
級
の
申
込
み
受
付
中

-

ま
だ
の
方
は
中
央
公
民
館
あ
る

い
は
、
婦
人
会
地
区
役
員
さ
ん

ヘ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

-

第

一
回
は
、
南
海
放
送
ラ
ジ
オ

「
く
め
さ
ん
の
空
」
で
有
名
な

小
倉
く
め
先
生
に
、
も
う

一
度

講
演
し
て
頂
く
予
定
で
す
。
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。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
戸

連
絡
協
議
会
の
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー

プ
の
皆

様
の
こ
協
力
に
よ
っ
て

、
川
内
町

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
連
絡
協
議
会
が

一
一

月
八
月
に
発
足
し
、

三
月

六
日
に

は
大
会
が
開
催
で
き
ま
し
た

。

各
グ
ル
ー
プ
の
貴
重
な
足
跡
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
宜
敷
く
ご

指
導
ご
鞭
撞
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

ひ
と
り

淋
し
く
食
卓
に
向
か

っ

て
い
る
お
年
寄
り
に

、
週

一
度
で

は
あ
り
ま
す
が
温
か
い
カ
ロ
リ
ー

の
整
っ
た
お
昼
ご
飯
を
と

、

給
食

ボ
ラ
ン
テ

ィ

ア
の
皆
様
が
作
っ
て

下
さ
っ
た
お
弁
当
を
キ
ャ
リ
ー
に

入
れ
て
へ
ル
パ

ー
さ
ん
が

大
急
ぎ

で
お
届
け
し
て
い
ま
す

。

ま
た
、
ス
ー

パ
ー

に
は
売

っ
て

い
な
い
ケ

l

ル
入
り
編
み
パ
ン
、

大
豆
入
り
パ
ン

、
編
み
パ
ン
が
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア

さ
ん
の
心

の
ぬ
く
も

り
の
検
に
ふ
っ
く

ら
と
焼
き
上
が

n
J

主
」F
J
し
七
九。

屋
外
に
目
を
移
す
と
数
年
前
に

川
内
町

婦
人
会
が
「
花

一
ぱ
い
運

動
」
で
徳

島
県
か
ら
導
入
し

た

パ
l

ベ
ナ
・

テ
ネ
ナ
が
、

産
業
道

路
分
離
帯
花

壇
に
可
愛
い
諮
問
を
草

の
中
か
ら
覗
か
せ
て
い
ま
し
た

。

そ
の
バ
l

ベ
ナ
の
中
の
草
と
り
、

土
起
こ
し

、
肥
料
や
り
の
作
業
が

あ

っ
た
の

は
三
月
十

一
日
の

風

の
強
い
宍
、
い
日
で
し
た
。

で
も
久
し
ぶ
り
に
集
ま
っ
た
婦

人
会
役
員
、
元
役
員
の

人
達
二
十

五
人
は
懐
か
し
く
ほ
の
ぼ
の
と
し

た
お
喋
り
を
し
な
が
ら

、

口
と
手

を
ま
め
に
動
か
し
て
八
時

三
十
分

か
ら
四
時
間
の
作
業
を
続
け
ま
し

た
。

以
上
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動

の

一
部
分
で
す
が

、

三
月

中
に
は

次
の
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ホd ランティア活動の稔り
ー ー ー ー ーー ・ ー ー --- - - -- ----- -- - - --- - -・-- - ーー- -- ----- --- -ーーーー ー ーーーーーー ー ーーー・・ -ーー ーー ーー ーーーー 司

ボランティア連絡協議会 (会長: 高須賀英隆)

- 給食ボフンテ ィア

月 日 {'� 表 者 A 員 内 ，J竺fi句L 

3 , 3 水間 J呆 (ー班 ) 7 独居老人弁当調製 46

3 , 10 黒川 七重 (-flE) 6 " 48 

3 , 17 iJ.宣告1I 忠、子(ニ班) 6 " 47 

3 , 24 11.宣告11一二子 (四班) 6 " 47 

- そばの実パ ン 教室ボランテ ィア

3. 16 高須賀政美 10 J1!/苦 ;[1たきり 老人パン調製

- ふ れあ い花の会ボランティ ア

3. 11 山本 ア ツ子
25 

(婦人会 現・元役員) 産業道路分離帯 (花f笠)

- 花壇除草ñtli/J巴ボランティ ア

3 . 28 山 本ア y子
29 

阪の図(吉久)手入
(婦人会)

3. 31 山本 7 "j 子
12 平日間丸道路 (花町)

(花の会) ベチ ュニア苗移植

- ともしび会ボランティア

3. 7 石田良美(六班) 7 ガリフヤ液奉仕活動

3. 14 石間良美(六班) 6 ニ恵ホーム奉仕活動

3. 22 制阿美子香 (七班) 6 ガリラヤ荘奉仕活動

奉

仕
者

水
田
操
、
寺
田
敬
乃
、
仙
波
貞
子
、

田
井
光
子

、

三
津
山
良

子
、
福
積

美
代
子
、
橋
本
サ
エ

子
、

黒
川
七

重
、
相
原
ハ
ツ
子
、
山
本
洋
子
、

菅
野
貞
子

、

石
田
良
美

、

菅
野
恒

子
、
渡
部
忠
子
、
二
神
八
重
子
、

白
鴻
圭
子

、

坂
口
ゆ
か
り
、
渡
部

千
枝
子
、
大
野
智
代
美
、
渡
部
二

三
子
、
岡
田
津
美
枝
、
菅
野
佐
代

子
、
近
藤
タ
ヅ
エ
、
越
智
正
子
、

築
山
雅
子

、

泰
絹
子
、
近
藤
利
子
、

田
中

や
よ
い

、
田
中
偵
子
、
渡
部

洋
美
、
藤
井
ひ
と
み
、
大
石
洋
子
、

山
本
ア
ツ
子

、

大
西
ツ
タ
子
、
渡

部
シ
ズ
子
、
江
戸
紀
久
子
、
大
倉

淑
子
、
近
藤
真
智
子
、
大
石
悦
子
、

小
野
弥
子
、
日
浅
日
出
子
、
和
田

月
美
、
佐
伯
典
子
、
渡
部
深
雪

、

近
藤
貴
美
恵

、

高
岡
繁
子
、

高
石

ミ
ヤ
子
、
酒
井
美
子
、
小
安
ヤ
ス

子
、
松
本
光
子
、
高
須
賀
初

美
、

松
本
キ
ヨ
ノ
、
大
野
康
子
、
菅
野

ヒ
サ
子
、
大
西
千

里
、
伊
藤
栄
子

、

宇
和
川
和
喜
子
、
酒
井
キ
ヨ
子

、

八
木
由
子
、
渡
部
雅
子
、
細
川
操
、

高
市
チ
ヅ
子
、
新
君
子
、
片
岡
ト

ヨ
子

、

宮
田
恵
子
、
井
上
光
江

、

高
須
賀
キ
ヨ

エ
、

高
須
賀
フ
ヂ
エ

、

佐
伯
敬
子

、

瀧
阿
美
千
香
、
楠
治

子
、
山
下
浮
子
、
横
山
キ
ク
エ

、

近
藤
千
春

、

田
村
ス
ミ

エ

【
お
詫
び
と
訂
正
}

「
広
報
か
わ
う
ち
」

四
月
号
に

掲
載
し
ま
し
た
「
社
会
福
祉
協
議

会
だ
よ
り
」
の
な
か
の
「
ま
ご
こ

ろ
銀
行
へ
の
ご
厚
志
」
で
故
人
の

御
芳
名
を

一
ケ
谷
の

「
宇
和
川
美

智
子
様
」
と
掲
載
い
た
し
ま
し
た

が
、
「
宇
和
川
美
智
悪
様
」
の
間

違
い
で
し
た
。
こ
こ

に
深
く
お
詫

び
申
し
あ
げ
、
訂
正
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

r
ヘ
υ



国
民
年
金

学
生
の
み
な
さ
ん
、
学
生
さ
ん
の

お
ら
れ
る
ご
家
族
の
み
な
さ
ん

国
民
年
金
の
加
入

を
忘
れ
す
に
刀

日
本
に
住
む
二
十
歳
以
上
六
十

歳
未
満
の
人
は

必
ず
国
民
年
金
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ

の
た
め
、
学
生
の
方
も

二
十

歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
の
加
入

が
義
務
付
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す

。

学
生
の
み
な
さ
ん

、

学
生
さ
ん

を
お
持
ち
の
ご
家
族
の
方
、
国
民

年
金
へ
の
加
入
の
手
続
き
は
お
済

み
で
し
ょ
う
か

。

手
続
き
を
忘
れ
た
り
、
手
続
き

が
遅
れ
ま
す
と
、
年
を
と
っ
て
か

ら
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
が
少

な
く
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
年
金
を

受
け
と
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
，。ま

た
、
交
通
事
故
や
レ
ジ
ャ

ー

中
の
事
故
な
ど
で
、
障
害
の
状
態

に
な
っ
た
場
合
の
障
害
基
礎
年
金

も

受
け
取
れ
ま
せ
ん

。

誰
に
で
も
訪
れ
る
老
後
と
万
が

一
の
た
め
に
絶
対
に
必
要
な
国
民

年
金
で
す
。

学
生
の
み
な
さ
ん

、

学
生
さ
ん

を
お
持
ち
の
ご
家
族
の
方
、

二
十

歳
に
な
っ
た
ら

忘
れ
ず
に
住
民
登

録
を
し
て
い
る
市
町
村
役
場
で
国

民
年
金
の

加
入
手
続
き
を
済
ま
せ

宇
品
1
ν
よ
み
J
。

国

保

保
険
証
は
大
切
に

取
り
扱
い
ま
し
ょ
う
。

国
保
に
加
入
す
る
と
、
保
険
証

が
一
世
帯
に

一
枚
交
付
さ
れ
ま

す
。

こ
の
保
険
証
は
、
国
保
の
被

保
険
者
で
あ
る
こ
と
の
証
明

書
で

あ
り
、
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と

き
の
受
診
券
で
す
。

保
管
に
注
意

し
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
大

切
に
取
り

扱
い
ま
し
ょ
う
。

-
他
人
に
貸
し
た
り
、
ま
た
借
り

た
り
し
な
い

。

-
交
付
さ
れ
た
ら
、
記
載
内
容
を

確
認
し
、
も
し
間
違
い
が
あ
れ
ば

必
ず
国
保
係
へ
。

-
病
院
に
預
け

っ
ぱ
な
し
に
し
な

、

。

B
V
 

・
紛
失
し
た
り
破
れ
た
り
し
た
と

き
は
、
国
保
の
係
に
届
け
出
を
し
、

再
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

-
コ
ピ
ー
し
た
も
の
、
有
効
期
限

の
切
れ
た
も
の
は
使
え
な
い
。

-
職
場
の
健
康
保
険
へ
加
入
し
た

時
や
他
の
市
町
村
へ
転
出
し
た
時

は
、
す
み
や
か
に
国
保
係
へ
返
却
を
。

自
動
車
税
の
納
付
は

期
限
内
に

。
平
成
七
年
度

自
動
車
税
の
納
期

限
は
、
五
月

三
十

一
日

(
水
)
で

す
の
で
納
期
内
納
付
を
い
た
し

土
品
1
レ
レA
F・
「ノ
。

。
自
動
車
税
に

つ
い
て
の
ご
相
談
は

松
山
市
北
持
田
町
一
三
二

愛
媛
県
松
山
地
方
局
直
税
第

二

諜

念
⑪
一
一
一
一

内
線

三
四
六
1

三
四
九

本目

百炎

心
ゃ
か
ら
だ
の
発
育
に
不
安
が
あ

る
乳
幼
児
の
保
護
者
の
み
な
さ
ん

へ
心
身
障
害
児

v
 

巡
回
就
学
相
談

口
相
談
日

前
期
6
月
初

・

幻
日

後
期
日
月
包

・

羽
田

口
相
談
会
場

愛
媛
県
総
合
社
会
福
祉
会
館

口
申
込
期
日

5

月
白
日
ま
で

口
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

川
内
町

教
育
委
員
会

怨
(
ω四
七

二
一

附
五
八
五
五

F
h
u
 

-
-
ム

募

集

一

愛
媛
県
警
察
官

婦
人
警
察
官

募
集

口
受
験
資
格

昭
和
泊
年
4

月

2

日
か
ら
昭
和

羽
年
4

月
1

日
ま
で

に
生
ま
れ
た

者
で
、
4

年
制
大
学
を
卒
業
し
た

者
又
は
平
成

8

年
3

月
白
日
ま
で

に
卒
業
す
る
見
込
み
の
あ
る
者

口
受
付
期
間

5

月
下
旬
l
6

月
下
旬

口
試
験
日
程

第

一
次
試
験

7

月
上
旬

第
二
次
試
験

8

月
上
旬

口
問
い
合
わ
せ
先



川
内
交
番

合
(
切
二O
二
六

陶
五
二
九

一

県
警
察
本
部
警
務
課
人
事
係

告
(
U
O一
一
一

一日・
週
間
・
月
間一

6

月

1
日

V
人
権
擁
護
委
員
の
日

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
知

で
す
か
。

6

月
1

日
は
、
人
権
擁

護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で

す
。

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、

6

月
1

日
を
「
人
権
擁
護

委
員
の
日

」
と
定
め
、
こ

の
日
を

中
心
と
し
て
皆
さ
ん
と
と
も
に
一

層
の
人
権
思
想
の
啓
発
に
努
め
る

こ
と
を
申
し

合
わ
せ
て
お
り
ま
す

。

O
法
務
大
臣
の
委
嘱
を
う
け
た

川

内
町
の
人
権
擁
護
委
員
さ
ん
は
次

の
方
々
で
す
。

西
組
高
須
賀
恵

三
郎

岱
@
二
六
六
八

高
須
賀
鶴
男

合
@
三
三
二
O

刀く

型T

西
良
温

色
@
四
四
六
七

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

=lo: 
Iコ

つ\

大

V電
波
利
用
保
護
旬
間

六
月
一
日
J

十
日

電クつ

骸
l....'_;>くよっj

境な/

一ご
存
知
で
す
か一

v お

) 11 ま
支内 胃
援町 の
セ在 主
ン宅 お
タ介 甥
|護 霊

口

口
介
護
に
関
す
る

相
談

介
護
の
悩
み
や
心
配
ご
と
な
ど

何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

-

電
話
相
談
(
担
時

間
体
制
)

・

来
所
相
談

(
9時
l

口
時
)

口
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
仲
介

お
家
で
の
介
護
を
ら
く
に
、
よ

り
な
が
く
続
け
て
い
た
だ
く
た
め

の
サ
ー

ビ
ス
を
仲
介
し
ま
す
。

-

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
(
短
期
入

所
)

-

デ
イ
サ
ー

ビ
ス

.

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

!
の
派
遣

-

老
人
日
常
生
活
用
具
の
給

付

・

貸
与

・

レ
ン
タ
ル
貴
用

差
助

・

そ
の

他
川
内
町

在
宅
老
人
支

援
事
業

口
介
護
用
品
展
示
コ
ー
ナ
ー

ベ
ァ
ド
、
ポ
ー

タ
ブ
ル
ト
イ
レ
、

床
ず
れ
防
止
用
品
な
ど
介
護
用
品

を
た
く
さ
ん
支
援
セ
ン
タ

ー

に
そ

ろ
え
て
い
ま
す

。

担
当
者
が
使
う

人
の
身
に
な

っ
た
ア

ド
バ
イ
ス
を

し
ま
す
。

口
相
談
・

問
い
合
わ

せ
先

川

内
町
在
宅
介
護
支
援
セ

ン

タ
ー
ガ
リ
ラ
ヤ
荘

8
@
六
二
五
O

F
A
X

@
二
二
七
六

お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い

。

お

原買

い

V
安
全
を
見
つ
け
よ
う
/

ー

自
主
防
犯
の
自

覚
と
情
報
提
供

に
つ
い
て

J

最
近
、
地
下
鉄
サ
リ

ン
事
件

・

警
察
庁
長
官
狙
撃
事

件
な
ど
、
凶

悪
事
件
が
続
発
し
て
い
ま
す
。

毒

物
・

爆
発
物

・

短
銃
な
ど
を
使
用

す
る
事
件
は
、
日
本
の
治
安
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

警
察

の
捜
査
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

-
公
共
施
設
の
管
理
者

・

会
社
の

管
理
責
任
者
の
皆
さ
ん
は
、
不
審

物
件
・
不
審
者
に
注
意
を
払
う
な

ど
、
自
主
警
戒
(
防
犯
)
を
お
願

い
し
ま
す
。

-
不
審
物
件
な
ど
を
発
見
し
た
時

は
、
「
触
れ
な
い
、
蹴
ら
な
い
、

近
寄
ら
な
い
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、

す
ぐ
警
察
に
通
報
を
お
願
い
し
ま

す
。

-
周
囲
と
異
な
っ
た
不
審
な
行
動

を
す
る
人
物

・

車
両
を
見
か
け
た

ら

、
近
く
の
警
察
に
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

愛
媛
県
警
察
本
部

v 
通面
水河
期夕、

間ム
中震
の業
事用
農水
止

口
農
業
用
水
通
水
期
間

6

月
6

日
か
ら
叩
月
5

日
ま
で

口
期
間
中

の
注
意
事
項

①
面
河
ダ
ム
の
水
は
、
一
般
河

川
、
溜
池
等
の
水
と
異
な
り

冷
水
で
あ
る
た
め
、
不
用
意

に
児
童
等
が
と
び
こ
ん
だ
場

合
、
心
臓
マ
ヒ
を
起
こ
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

②
専
用
水
路
用
地
内
、
お
よ
び

周
辺
が
児
童
等
の
遊
び
場
と

な
ら
な
い
よ
う
、
関
係
機
関

で
連
携
の
う
え
十
分
注
意
が

必
要
で
す

。

①
専
用
水
路
で
児
童
等
が
泳
が

な
い
よ
う
厳
重
に
注
意
し
ま

し
よ
ろ

J
O

④
専
用
水
路
内
に
木
片
、
廃
棄

物
等
を
投
げ
込
ま
な
い
よ
う

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
専
用
水
路
の
施
設
に
さ
わ
っ

た
り
、
破
損
し
た
り
し
な
い

よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

勺
t

司
自

ム



0 
桧天 加主主

1円j

0 
茶 脱

O
継
承

・

移
転

則
之
内
近
藤
浩

一

二
六
九
五

↓

二
六
O
O

(永
野
近

藤
秀
子
よ

り
継
承

、

移
転
す
る

)

O
名
義
変
更

茶

堂
重

松
昭
附
重
松
自

動
車
重

松
強

(
重松
自

動
車
商

会
よ

り
)
三
七
三
六

O
休

止

保
免

高

岡

幸

一

(
シ
ョ
ッ
プ
)一一
一一
一一
一八

下
之
町

福

田

幸

雄

五
五
五
O

入神

妻
鳥
尭
淳五
八
六
三

皮

青

山

一
男

夫

二
七
五
九

ト
ト

m
川
山

-ノ

砂

押
・

堂 退

火

葬
場三

七

一
七

川

瀞

夫

五
三
七
五

四
月
中
の
有
続
放
送

電
話
加
入

者
の
異
動
は
次
の
と
お
リ

で
す
。

川
内
町
有
線
放
送
電
話
の

-

加
入
者
異
動
の
お
知

ら
せ

6 月予防接種計画表
予防接線名 ツベル タ リン反応検資 、 ß CG按f重 ニHt l ジ7テ 1) 7-!Íi[~毘・百日 i事) 混合予防接種 日 本)Jì~炎予防接極

平成 7 年 6 n 1 9 円 ( 月 1 . 21 FI (水) 平成 7 1]'.6 月 1 3 日 (火) 平成 7 11'.6 月 1 4 日 (水) 、 26 日(月 )
後 :flJ)宅! 日時

午後 2 時一 31時 午後 2 時- 3 11~ 午後 2 11午 -3 時

後磁場所 fd!!;Jïセ ン デ ー 2 附集 1'1 1検診定 fd!J;[i 七ンター 2 1若柴田検診室 世tLli七ノ ず ー 2 附集団検診釜

生徒 3 カ月 -48カ 月 未満の者。 生後 1 2 カ )J -90 カ 月 で 1 !U l i'))凶を 3 凶及 生後36 カ 月 - 90 カ 月 で 1 m]初 l旦l を 2 凶 及

ßC G については 、 Y ベルタ リ ノ反応で ぴ l 年後の 1 JYJ追加を受けていない者。 び l 年後の 1 JYJ追加を受けていない者。

対象者 険料と判定された者のみ災胞します。 なお 、 百 日 I~にかかっ た こ とのは っ き 1) 又 、 9 歳以上 1 2歳未満で 2 1UJ 、及び1 4歳

している J品合は 2 鶴 ( ジフテリア政似 以 上 J 5i歳未満で学校で子防接舗を受けら

品u 混合で尖純できますので受付で巾 し れなかっ た者 。

山てください。

- 当 日 は 、 会場で f4~i~を 81 ります。 当円は . 会J品で体温を ;n ります。 当 日 は 、 会場で体温 を計 り ま す。

注意 事項
晶子|坊fを訟を受け ま すと l 力 n は. 他の子 予防接磁を受けますと l i!\l ll \j は他の Í' 予防接極を受け ま すと 1 i庖 1mは他のヲ

防接H! を受ける こ とができません。 防接H(を受ける こ とができません。 防接舗 を受ける こ とができま せん。

当 日 の入浴は差 しっかえありません。 - 当日の入浴(ま差しっかえありませ ん。 当 日 の入浴は差 し っかえ あり ま せん。

持参品 l寸干 他JJt手帳 、 f4.-: mlR I 十t子陸IJ!手帳 ‘ (<!..:i品百| 母子健康手帳、 体温計 、 料金230円

平成 7 年4)'J より (' [:)j接fjf!の対象が変更になりました。 お子線の母子陸LJi手帳をもう 度よく見られ 、 まだf高値していな

伽 "". 
い予防接値は早めに接種してください。

なお、ご不 IYJ な }~:i がありましたら 、 健);jfセノデ 一保健婦ま でお Il iJ い合わせく ださ し 、 。

f占!;Jtセンタ ー H': r.i~ 66-2191 (有，fl') 5833 

1 . もえ3 ごみ
6 月ごみ収集計画表 清掃セ ンター 電話 66-4989 

有線 3130 

収集曜 日 ~X 集 地 域 収集 日 又は 収 集変更 日

月・ 木 東谷 ・ 西谷(井内 を除 く )
世ムー主ー 土谷 . i骨川 ・ 天干1j1 . 鳥の子 ・ 拶{瀧団地

ー ー・・ ー， ー ー

井内木

火 ・ 金 北方 ・ 南方 変更なし
ー・ - -- -- ----- _. _ . _ -

奥松瀬川火

週 水・ 土 前松瀬川 (鳥の子を除く )

町筋 (天守1 11 を 除 く )

2 . ちえ芯じごみ・ 組大ごみ

~X 集 地 t戒 ガフス ・ 空ビン類 空き缶等金物類 粗 大 L守.'匂‘ み

東谷 ・西昔(井内を除く)
6 月 1 2 日 ( 月 ) 6 月 26 日 ( 月 ) 6 月 19 日 ( 月 )

天神・鳥の子・横灘団地

北方 ・ 南方・ 奥松瀬川 6 月 1 3 日 (火) 6 月 27 日 (火) 6 月 20 日 (火)

FJ IJ松瀬川 (鳥の子を除く )
6 月 14EI (水) 6 月 28 日(水) 6 月 2 1 日 (水)

町筋(天神を除く )

井内 ・土奇 ・ 滑川 6 月 8 EI (木) 6 月 22 日(木)

く> 5 月 30 日は 、 ごみ O (ゼロ ) の日 く〉

oo 
vA
 



6 丹健康センターだより

6 日(火) 1 円・ 大腸がん検診 受付午前 7:30- 9:00 河之内公民館

8 日(木) 1 '， '1 がん検診 受付午前 7:30- 9:00 健康センター

大JJ晶がん検診 受付午前 7:30- 1 0:00 1ω，nセンタ一

子宮 . ;，"L ・ Ill;lkllJilがん検診 受付 午前 7:30- 1 0:00 f也康センタ-

9 日(金) I 円がん検診 受付与前 7:30- 9:00 l'ωぷセンター
大JJ告がん検診 受付午前 7:30- 1 0:00 健康センタ一

子宮・乳 ・ 叩 |犬 Ij)jlがん検診受付午前 7:30- 10:00 健康センタ-

13 臼 (火) 1 三種(二種)混合予防終極 受付午後 2:00- 3:00 健康センタ-

14 日 (水) 1 íI本似炎予防桜極( 1) 受付午後 2:00- 3:00 1注目Eセンタ-

1 5 日(木) 1 '， '1 がん検診 '支付午前 7:30- 900 1也);J:tセン タ ー

大JJ告がん検診 受付午前 7:30- 1 0:00 健康センタ-

7"~白. ;，"L ・ 1干l 状!日ilがん検診 受付 午前 7:30- 10:00 1注目Eセンタ-

16 日(金) I t'1がん検診 受付午前 7:30- 9:00 健康センター
大JJ詰がん検診 受付午前 7:30- 10:00 健康センター
下 7i~ ・ 宇L . 1~~;lj(JJ)il カξん t~診7 受 イ寸与三前 7:30- 1 0:00 1m];)\，センタ-

19 日(月) 1 ツベルクリン反応検査 受付午後 2:00- 3:00 1ill li!\，センタ -

21 日 (水) 1 ';;反 'l ' lj 定 ， B C G :t長根 受付午後 2 :00- 3:00 他J;!tセンタ-

23 日(金) 1 育児中n談 受付午前 9:00- 1 0:00 健康センター
1 11 児学級 受付 LF後 1:00- 2:00 他康センタ-

26 日(月) 1 口本)jiIJ炎予防接種( 2 ) 受付与後 2:00- 3:00 1ω~nセンタ-

30 日(金) 1 こころの健康相談 午後 1:00- 4 :00 健康センター
毎週月 11程日|不安犬引取 り ょFTW 830- 1 0:00 健Enセンター

出Tブと ïl し、 J"， IげT 
i毎耳逓削オ水( 11削l

lωJ 子f他ι康手中帳長3交c::付

機能回復訓練

今"

'/' l�j 9:00- 1 2・00 1叱!点センター
。。

'1 後 1 :00- 3:00 ガリラヤ荘

当番医

血
6月献血日程

献血予定なし

6 月 4 EI I l'tj貯内手|クリニ y ク 重信 111 ) 牛 it1j fi64 -2200 

11 日 I ':，，;rJ、l 病院 松山 Tli 北腕本111]' fi75-0091 

18 日 | 八木耳必咽l倹科・皮n!}科医院 重信 IIIJ 牛 ii:1j fi64 -5400 

25 臼 | 国立療養所愛t友病院 ifr1f;1I1j 杭i"J原、 fi6'1-24 J J 

(問い合わせ先) 健康センタ- fi66-2191 有線 5833

救急病院案内 fi64 -5632 (テ レ ホンサービス)

，三~五- 高 ん呂 一ノ".、目，、a {呆 =口k tili T 検 住
ì~~ 

森 団
住

地
宅 pJ� アl主1十三: 木 西 A亙aι 免 久 �if:ft 

領 高 的: 相11 )¥ i度 近 石 {IJI 
氏

家 干11 1 オミ 仁| 本 木 音日 藤 JL j皮

ヤ 政 尚 英 ン ス タ :L IY:J 
ヱ 、、、 ケ 、、、 名

訣 子 文 俊 ン .:L 子 近

82 91 76 68 32 87 96 79 62 84 年齢

7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 死
亡

4 4 4 4 4 4 4 4 3 4 五下
月

26 23 18 14 10 9 2 l 31 l lヨ

~l'í 高 野 4本~I) J¥ 音i度1I 近藤 石丸 イ山
家 や11 オミ 口 木 1皮

|止

.:L '刊'"百-

秀 政 泰 俊英 ノAjk 日要 I孝iP H百
王訣 也ー 1台 Ii)(: 人

ハ
w
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大
ご

め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

課
~~ 

伊{ 日 IJ {主
語t
匠l ~ 
地

i'YT 内

大 il1t 

出Ì" 音1I
{呆

5変

哲 羽t
者

日目 一」寸

梨イじ り 菜α 名
カ・ 香乃のカ白

日 1)

7 7 公三
年
月

18 7 
日

四
月
受
付

古
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

戸

籍

の

勿匂
パニ語、



く亘量〉

番2 尚
11'わうち

川内インター西
J'\ ス停

(JA川上農協前)

高松 ・ 岡山行

高
速
バ
ス
が

停
ま
る
町

高
速
道
路
が
川
内
町
ま
で
延
伸

し
て
き
て

、

便
利
に
な
り
ま
し
た

が
、

公
共
交
通
機
関
も
高
速
道
路

を
活
か
し
た
運
行
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

平
成
二
年
よ
り
運
行
さ
れ
て
い

る
東
京

・

大
阪
行
は

、

今
ま
で
ど

お
り
伊
予
鉄
川
内

営
業
所
が
乗
り

場
で
、
伊
予
鉄
パ
ス
の
ほ
か
、
阪
急

高
速
パ
ス
が
大
阪
行
を

、

京
王
パ

ス

が
東
京
行
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

今
回
新
た
に
高

松
・
岡
山
行
高

速
パ
ス
が
平
成
六
年
十

一
月
よ
り

運
行
さ
れ
、
そ
の
乗
り
場
と
し
て

川
内
イ
ン
タ

ー

西
バ
ス
停
が
新
設

さ
れ
ま
し
た
。

こ

の
、
バ
ス
停
に
は

、

伊
予
鉄
パ
ス
を
は
じ

め
、

四
国
高

速
パ
ス

、

J
R

パ
ス
、
両
備
パ
ス

、

下
電
パ
ス
が
乗り
入
れ

、

に
ぎ
わ

っ

て
い
ま
す
。

こ
の
川
内
イ
ン
タ

ー

西
バ
ス
停

は
、
高
速
道
路
を
通
し
て
直
接

、

県
外
と
結
ば
れ

て
い
る
こ
と
を
実

感
さ
せ
て
く

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

コノ

Glechomα hedeTαceα 

オドキ

野の花

カ

道胤や土手に生える多年草。 r， ，) さ l O- 25cm。

奨は行円形で向かい合って生える 。

-20-

山野箪グルメの集いのあった 4 月 29日 、 同行し

て黒森方面に山草を見にでかけた。 道の上に散っ

ている山桜の花びら 、 う ぐいすの鳴き声に一足遅

れの山の春を想いながら、バイクを進めていた。

もうすこしで唐岬の滝というところで道端に咲い

ている淡紫色の小さな花を見つけた。 力キ ドオシ

(垣通し )である。茎が地面を這い 、 垣根を通り越

して 、 その向こうまでつるが伸びてゆく ところか

らその名がついたという。

また 、 生薬としても知られ 、 いろいろな病に効

く といわれています。


